
 
 

 

 

 

令和６年度狛江市総合水防訓練実施計画 

 

１ 目的 

  多摩川決壊 50 年の節目の年として、多摩川緑地公園グランドにおいて大規模な劇場型水防演習を実施する。さらに同会場におい

て 50 年前に甚大な被害をもたらした水害を振り返り、市民の「水害への備えの意識」の啓発を目的とした展示エリアを設置し狛江

市の防災についての取組を広く周知する。 

 

２ 訓練概要等 

 ⑴ 日時及び場所 

   日時：令和６年６月 16 日（日）９時 00分から 12時 00 分まで 

   場所：多摩川緑地公園グランド 

 ⑵ 訓練概要 

大型で非常に強い台風が関東に接近し、６月 16 日（日）に多摩川及び野川の水位の上昇を確認、今後、越水による災害の発生

が予測される。狛江市では災害対策本部を立ち上げ、河川の監視警戒及び情報収集を実施するとともに関係機関と連携し、今後発

生が予想される災害への対策を実施する想定で劇場型水防訓練を多摩川河川敷で実施する。 

併せて同会場にて、関係機関による防災展示を実施し、50年前に甚大な被害をもたらした水害を振り返り、市民の水害への備え

の意識を啓発するとともに、狛江市の防災についての取組を広く周知する。 
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３ 訓練内容（予定） 

⑴ 劇場型水防訓練 

時  間 ９時 00 分から 10 時 50 分まで 

内  容 

⑴ 下水道課職員及び狛江消防署による河川の監視警戒の実施 

⑵ 訓練参加団体による各種水防工法の実施 

⑶ 狛江市消防団及び京浜河川事務所所有の排水ポンプ車による排水訓練の実施 

⑷ 狛江市防災会による都市型水防工法の実施 

⑸ 狛江市建設業協会の重機による大型土嚢の設置訓練の実施 

⑹ 東京消防庁ヘリコプターによるホイスト救助演習の実施 

⑺ ドローン及びビジョントラックを活用した各訓練の LIVE 映像の放送 

参 加 機 関 等 
狛江市職員（下水道課、ドローン操縦資格職員等）、狛江市消防団、狛江消防署、狛江市防災会、狛江市建設業協会、東京

消防庁航空隊、京浜河川事務所、陸上自衛隊、警視庁、狛江市女性防火の会、協定締結事業所 

⑵ 市民参加型防災体験及び展示 

時  間 ９時 00 分から 12 時 00 分まで 

内  容 

⑴ 多くの関係機関から協力を得て、防災意識の啓発を図る展示や体験ブースを設置し集客力の高いイベントを実施する。 

 ア 関係機関が所有する災害対応車両の展示の実施 

 イ 災害時応援協定締結事業所による防災グッズの展示等 

 ウ 降雨体験車・自然災害体験車、強風体験等の体験コーナーの設置 

⑵ ビジョントラックによる映像放映 

 ア 演習終了後、会場内にビジョントラックを設置し防災関係の広報映像として狛江市の取組を放送する。 

 イ ３Ｄ都市モデルを活用した被害状況の映像を放送し、防災意識啓発を呼びかける。 

⑶ 東京都の防災事業の展示ブースの設置 

  マイタイムライン・東京防災・東京くらし防災・感震ブレーカー補助事業等 

⑷ 京浜河川事務所や東京都水道局の展示ブースの設置 

参 加 機 関 等 狛江市消防団、狛江消防署、東京都、警視庁、自衛隊府中分駐所、京浜河川事務所、協定締結事業所 等 

 



令和６年度 狛江市総合水防訓練の概要

【日時】令和６年６月16日（日） 午前９時00分から正午まで

多摩川決壊から50年、災害の記憶を後世に伝える。

⑴ 多くの関係機関から協力を得て、防災意識の啓発を図る展示や体験ブースを設置
し集客力の高いイベントを実施する。
ア メインターゲットを過去の水害を知らない若い世代及び子育て世代とし令和５

年度総合防災訓練で好評であった働く車両の展示を実施する。
イ 災害時応援協定締結事業所による防災グッズの展示等を会場で行い、市民の災

害への備えの後押しを時期を逸することなく実施する。
ウ 降雨体験車・自然災害体験車、強風体験等の体験コーナーを設置する。

⑵ ビジョントラックによる映像放映
ア 会場内にビジョントラックを設置し防災関係の広報映像として狛江市の取組み

を放送する。
イ ３Ｄ都市モデルを活用した被害状況の映像を放送し、防災意識啓発を呼びかける。

⑶ 東京都の防災事業の展示ブースの設置
マイタイムライン・ＶＲ風水害体験

⑷ 京浜河川事務所や東京都水道局の展示ブースの設置
ア 水道局による緊急資器材置場の活用事業
イ 多摩川の水防事業

⑸ 調布警察署、狛江消防署による防災展示ブースの設置

【目的】多摩川決壊50年の節目の年として、多摩川緑地公園グランドにおいて大規模な劇場型水防演習を実施する。さら
に同会場において50年前に甚大な被害をもたらした水害を振り返り、市民の水害への備えの意識の啓発を目的と
した展示エリアを設置し狛江市の防災についての取組みを広く周知する。

「市民参加型防災体験及び展示による防災意識の啓発」

【場所】多摩川緑地公園グランド

展示参加予定事業所等一覧(案）

京浜河川事務所、陸上自衛隊、東京都水道局、
東京都総務局総合防災部、調布警察署、狛江消防署、
狛江市消防団、東京消防庁航空隊、川崎市多摩区、
東京電力パワーグリッド、東京ガス、NTT東日本、
東京都建設局北多摩南部建設事務所、
狛江市建設業協会、災害時応援協定締結事業所

「大規模水防演習の実施による水防技術の向上と連携強化」

⑴ 多摩川緑地公園グランドにおいて大規模な劇場型水防演習の実施
⑵ 狛江市消防団及び京浜河川事務所所有の排水ポンプ車による排水訓練の実施
⑶ 狛江消防署及び狛江市消防団による各種水防工法の実施
⑷ 狛江市防災会及び狛江女性防火の会による都市型水防工法の実施
⑸ 狛江市建設業協会の重機による大型土嚢の設置訓練の実施
⑹ 東京消防庁ヘリコプターによるホイスト救助演習の実施
⑺ ドローン及びビジョントラックを活用した各訓練のLIVE映像の放送
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